
様式４

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

三保半島地区

令和３年２月

静岡県静岡市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 ● あり

見込み なし ●

確定 ● あり ●

見込み なし

確定 ● あり ー

見込み なし ー

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定 ●

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

○

計測時期

その他の
数値指標２

※フォローアップの必要のある指標について記入

H　　年　月

H　　年　月

その他の
数値指標１

3.4

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

点

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

1年以内の
達成見込み

（事後評価時）
地区の避難地となる生涯学習交流
館や、三保羽衣土地区画整理事業
により地区のハード整備が完了し、
かつ三保半島まちづくり活動支援事
業等のソフト事業も実施されたこと
により、誰もが快適で住みやすい、
安心・安全のまちづくりが推進され
た。

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

事後評価

指標４

24.5指標３
安全・安心に対する満
足度

総合所見

（事後評価時）
（仮称）三保松原ビジターセンターは平
成31年3月開館であることから、その効
果を発現していなかった。また、（都）羽
衣海岸線をはじめとする三保半島への
アクセス道路の整備、改善が完了すれ
ば、観光入込客数の増加につながるこ
とが期待される。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時

点での達成
度

（フォローアップ時）
都市再生整備計画が第３期に入り、
三保地区自転車走行空間ネット
ワーク整備事業が完成、清水港三
保線、羽衣海岸線整備事業が進捗
しているため、アンケートの満足度
が上昇し、目標が達成された。

994,973

10.6

△ 〇

32.9

29.830.720.1 R02年8月

1,200,000

指　標
見込み・確定
の別

△

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

事後評価

1年以内の
達成見込み

3.1

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

指　標 従前値

従前値 目標値

指標１
観光入込客数

人/年 906,734

32.9%
（Ｒ2年度）

見込み・確定の別

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標３

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入 ※フォローアップの必要のある指標について記入

目標値

指標２

％

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

三保半島地区での滞
在時間

％
道路・自転車道に対
する満足度



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

・まちづくり協議会において関係課が事業進捗状況
を報告し、委員から挙がった意見を事業課にフィー
ドバックする積極的な意見交換を行った。

三保半島地区まちづくり協議会との連携

実施した結果

・まちづくり協議会において沿岸部（三保・折戸）の住民
対象に防災勉強会を実施した。（Ｈ２９）
・浸水ひなん地図等のハザードマップを作成し、ＨＰでの
公開を通して住民への周知を行っている。

・防災情報マップなどの防災情報の作成、地域住民への情報の
周知

避難地に関する情報の周知

今後の課題　その他特記事項

ハザードマップの認知・理解の向上。

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

・都市再生整備計画完了後の地元住民によるまちづくりに関する
活動及び意見集約について行政、住民間で調整する必要があ
る。

・三保半島地区まちづくり協議会との意見交換

実施した具体的な内容

・快適に暮らせる居住環境を整備するため、事業を推進する。
・植栽の維持管理のための予算措置。

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

・羽衣海岸線、清水港三保線の整備が進捗してい
る。

・区画整理により、生活道路が整備され、災害に強
いまちをつくることが出来た。
・既存の松を活かしながらみどり豊かな景観を演出
し、また休憩施設を整備したことにより利用者へ安
らぎを与えている。

下水道整備事業（雨水）の整備が進捗している。

公共空間の整備

・成果を持続させるために
行う方策

・三保羽衣土地区画整理事業、三保八木道北公園整備事業、三
保八木道南公園整備事業、三保羽衣海岸緑地整備事業

・（都）羽衣海岸線、（都）清水港三保線の推進

・折戸1号雨水幹線整備事業の推進。

観光地へのアクセス性の向上

観光ＰＲの強化 ・三保松原文化創造センター（みほしるべ）でのPR（観光案内モニターの設置、半
島見どころ地図の掲示、年4回の企画展の開催のほか、講演会、コンサート、マ
ルシェの開催など）
・三保モデル創造事業（ウェブや情報誌での情報発信、三保半島各地の音声ガ
イド作成、ボランティアガイドの養成、モニターツアーの実施など）
・観光案内看板・標識整備事業（観光案内版の多言語対応・標識の設置など）

・引き続き、事業を推進する。

・安心して暮らせる居住環境を整備するため、事業を推進する。

事後評価シート　添付様式5－③から転記

浸水被害への対策

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項実施時期具体的内容

三保松原文化創造センター（みほしるべ）の年間入
場者数が目標を上回る665,744人／年であった。

・観光目的地としての認知度の向上
・周辺観光施設と一体となった周遊促進の取組
・三保松原文化創造センター（みほしるべ）における利用者満足度
の向上とリピーターの確保
















